
130

狂
俳
の
題
紙
か
ら
見
る
地
域
の
様
子

は
じ
め
に

冨
　

田
　

和
　
～子

狂
俳
を
愛
好
す

る
人

々
の
い
る
地
域
、
尾

張
及

び
三
河
、
岐

阜
地
方

の
状
況
、

狂
俳
の
楽
し
み
方
や
価
値

観
な
ど
を
、
「

椙
山
國
文
学
」

第
七
、

八
号
掲
載

の
「
狂
俳
序
説
」
「
岐

阜
地
方

に
お
け

る
狂
俳
の
実
態
調
査
及

び
そ

の
意
識
」

に
お
い
て
と
り
あ
げ
た
。

こ
こ
で
は
、
尾
張
地
方

の
中
で
も
、
一
宮
、

小
牧
周
辺
の
句
会

の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
、
明

治
の
頃

の
も
の
と

推
定
で
き
る
狂
俳
の
題

紙
等
3
7種
類
4
3枚
を
と
り
あ

げ
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

十
　
　
　
　
　
　
　

◇
十

こ
れ
ら
題

紙
は
、

】
括
し
て
入
手

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
地
域

に
住
む
個
人

の
所
有

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

推
測
す
る
。
ま
た
、

こ

の
地
方
に
隣
接
し
、
こ
こ

で
取
り
扱
う
題
紙
に
1
　
地
名
の
出
て
ぐ

る
現
在

の
犬
山
、

江
南
市
あ
た
り
の
狂
俳

の
様
子

に
つ
い
て
は
、
既

に
三
輪
憲
】二
先
生

の
「
尾
北
地
方

に
お
け
る
狂
俳
流
行
の
実
態

に
つ
い
て
I

切
治
参
拾
弐
年
旧

六
月
十
七
日
開
「

生
原

集
」
初
編

の
紹
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介

を

か

ね

て

」

（
「

椙

山

女

学

園

大

学

研

究

論

集

」

第

三

号

）

が

あ

る

。

そ

こ

で

、

こ

れ

と

は

別

な

視

点

で

、

題

紙

に

記

載

さ

れ

て

い

る

巻

『
　
I
、
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　
　
　
　
F
　
　
　
　
1
　4

一
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一　
I
　
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ゆ

元

や

補

助

等

の

雅

号

と

地

名

を

み

る

こ

と

に

し

た

い

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　

‘゙
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

登

ず

、

】

宮

、

小

牧

周

辺

の

現

在

の

状

況

を

把

握

し

、

当

時

の

有

様

を

伺

う

こ

と

が

で

き

た

ら

と

思

う

○
　

―
｀
　
ド

。
　
　
　

ノ
　
　

≒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

な

お

、

こ

れ

ら

題

紙

等

は

、

中

京

大

学

教

授

宮

田

正

信

先

生

の

ご

好

意

に

よ

り

、

お

借

り

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

記

し

、

感

謝

の

意

を

捧

げ

ま

す

。
-

／　 へ

現

在

行

わ

れ

て

い

る

尾

張

、

三

河

地

方

の

句

会

の

通

常

の

活

動

は

。

そ

の

地

域

の

人

々

が
2
0
～
3
0

名

位

の

グ
ル
L

プ

を

作

り

、
’
月
一

回

・
　
　
（
注
1
）

位

の

月

例

会

を

、

吟

録

か

、

花

巻

又

は

花

巻

に

類

す

る

方

法

で

催

し

て

い

る

。
ド
モ

し

て

、

日

曜

日

に

は

周

辺

の

ど

こ

か

の

吟

社

が

、

月

例

会

を

催

し

て

お

り

、

所

属

し

て

い

な

い

吟

社

の

催

す

句

会

へ

の

参

加

は

、
∩
個

人

の

自

由

意

志

に

よ

・つ

て

い

る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
　
　
－

士
そ
〉の
他
に
ぺ

地
区
の
文
芸
祭
に
参
加
し
て
催
す
毎
会
犬

還
暦
で
喜
寿
拳
ひ
ぬ
斟
ど
し
て
催
す
句
会
が
あ
允

一
　

ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
r

（

注
1

）
　

吟

録

で

は

な

い

が

ヽ

花

巻

の

句

会

で

用

い

る

蝕

織

（

ピ

ラ

ピ

ラ

紙

）

の

作

成

を

省

略

し

た

方

法

・

…

…
　

－
…
　
　

…

」

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
J
s

“
　
　

“
　
　
　
　

゛
四゙
″
　
　
　

“
　
6
°“
L
　
　
I
　
♂
　

“
　
d
l
　
　
　
　

ｓ『
“
　
　
　
j
　
　
F
　
　
I

°
f
　
　
　
　
　
　

゛
　

－゙
　
－
　
　
I
　

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
　

゜
　
f
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　

．’．
″

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　

゛
I
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
k

゛
　

゛`

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　″

尾

張

地

方

に

含

ま

れ

る

一

宮

、

小

牧

周

辺

の

狂

俳

グ

ル

ー

プ

の

活

動

も

で

や

は

少

同

様

で

あ

る

ヤ

．
　

‘
”

’゙
　
　

・
　
　
　
・
　

］
・
　
　

’゙

‘
　
　

゛

’
．
　
　
　
　

”

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
I
　
　
I
I
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　

・
　
　
　
　
I
　
　

ノ

’
　

≒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

‘
　
　
　
　
　
　
　
　

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
、
　
　
　
　
　

一
　
　
．
　
　
　
　
　
　

’
　

．
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　

‘

そ

し

て

、

一

宮

市

で

ば

、

葉

栗

吟

社

、

浅

井

吟

社

で

蘇

東

俳

壇

と

い

り

三

フ

の

狂

俳

ダ

ル

ト

プ

が

あ

る

．

こ

れ

ら

は

、
＼

［

宮

狂

俳

連

盟

F
　
　
一一一一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　

一
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
I

ゝ
″四‘
　
　
　
f
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

と

し

て

、

］

宮

市

文

化

団

体

協

議

会

に

加

入

し

、

こ

こ

．の

発

行

す

る

「

い

ち

め

み

や

文

芸

」

を

発

表

の

場

と

し

で

い

る

．

句

会

は

花

巻

に

1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
d

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

÷

類

す

る

方

法

を

と

っ

ｙ
ｙ

ｙ

る

．
　

～
　
　

十

万
　
　
　

…

…
…
…『
　
　

～

ノ
　

ー

…

…

…

…『
．…

…

…

…

』
　
　
　
　
　
　

上
　
　
　
　

、‘
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小

牧

の

狂

俳

グ

ル

ー

プ

ヽ

曳

馬

伊

壇

も

ヽ

小

牧

市

文

芸

協

会

に

所

属

し

ヽ

雑

誌

「

聡

オ

」

に

参

加

し

て

い

る
・

句

会

は

吟

録

で

行

っ

て

い

f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

『
　
　
　
　
　『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　
　
i

る

。

ま

た

、レ

』
の

曳

馬

俳

壇

は

、

春

日

井

市

に

あ

る

春

日

井

俳

壇

と

の

交

流

が

深

く

、
＼
相

互

の

月

例

会

に

行

き

来

す

る

人

が

多

い
0

。
’三
・ト

と

こ

ろ

で

、

一

宮

市

大

字

笹

野

の

村

社

天

神

社

に

狂

俳

の

奉

額

三

枚

が

残

っ

て

い

る

。

文

字

は

ほ

と

ん

ど

消

え

か

か

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

明

治

三

十

六

年

、

明

治

四

十

年

、

千

九

百

二

十

四

年

（
大

正

十

三

年

）上

と

よ

め

る

’
」

」

の

う

ち

、

大

正

十

三

年

に

掛

け

ら

れ

た

「

祭

文

殿

新

造

記

念

奉

額

」

に

、

入

選

句

と

名

前

の

載

る

葉

栗

吟

社

の

伊

藤

盛

花

氏

は

、

既

に

六

十

年

余

の

長

き

に

亘

っ

て

、

狂

俳

に

親

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

し

ん

で

い

る

こ

と

が

判

る

。

こ

の

人

間

の

寿

命

を

長

い

と

も

短

い

と

も

い

う

が

、

伊

藤

氏

が

六

十

年

余

。

狂

俳

の

創

作

を

続

け

て

い

る

如

く

、
＼

狂

俳

に

青

年

の

頃

よ

り

親

し

み

、

明

治

四

十

五

年

間

を

生

き

た

人

々

も

少

な

く

な

い

と

思

わ

れ

る

。

だ

か

ら

、

こ

れ

か

ら

取

り

扱

う

I哨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″
　
　
a
J
　
　
、
　－・
　
　
　
　
　
　
ｙ

題

紙

に

、

年

号
0

明

記

さ

れ

て

い

る

も

の

が

一

つ

だ

け

で

あ

る

た

め

、

人

名

だ

け

か

ら

個

々

の

題

紙

の

用

い

ら

れ

た

年

代

を

限

定

す

る

こ

と

は

難

し

い

が

、

明

治

期

の

狂

俳

活

動

と

し

て

眺

め

る

こ

と

は

で

き

る

と

思

う

。

ま

た

、

明

治

大

正

期

に

活

躍

し

た

有

名

な

宗

匠

は

、

一

宮

で

は

緑

乃

家

若

葉

（

鷲

津

若

葉

）

で

あ

る

と

伊

藤

氏

よ

り

伺

い

、

小

牧

で

は

不

瞬

亭

紀

昌

、

旭

清

軒

芝

鶴

で

あ

る

と

稲

山

耕

人

氏

の

「

狂

俳

の

今

昔

」

（
郷

土

文

芸

誌

「

駒

来

」

創

刊

号
　

昭

和
4
8

年
5

月
　
1
7

頁
　

小

牧

市

文

芸

協

会

発

行

）

に

あ

る

。

-

－

ま
ず
、
壬

几
に
あ
る
題
紙
等
は
、
次

に
便
宜
的

に
番
号
を
付
け
て
列
記
す

る
3
7種
類
4
3枚
で
あ
る
。
（
名
称
の
下

の
〈
　

〉

書
き
0

数

字
は
、

複
数
あ
る
も

の
の
枚
数
で
あ
る
。
）
な
お
、

入
花
料
と
、

巻
元

の
所
在
地
、

題
紙
の
大
き
さ
を
糎
（
縦
×
横
）

で
記

し
、
添
え

た
。
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名

称

L
　

月

二

合

め

次二
I

・

九

×

一

七

・
二

）

2
　

月

次
二

合

め

（

一
四

・

七

×
二
I

・
四

）

3
　

五

選

集

二

二

・

一

×

一

七

・
四

）

4
　

奉

納

七
評

集

（
一

八

・

七

×
二
I

・
三

）

巻
　
元

入
花
料

＼
馬

バ

「
、…
…
…

料

〈
2

枚
〉

七
句
組
花
二
本

馬
場
七
句
組
料
二
本

馬
バ
入
花
一
点
三
厘

．
名

称

i
　

十

月

分
　

八

宗
匠

月

次

二

編

（
二

五

・
五
．×

．一

八

・
い
六
）

6
　

清

蘭

十

六
評

（

一
三

・

一
×

一
、
九

・
L

）

7
　

追

福

大

鶴
庵

見

習

居

士

（
三

四
．・
二

×
二

三

・
四

）

S
　

捗
天

満

宮
　
　
　
　
　
　

・‘

1（

一
九

・

八

×
二

五

・
七
）

入巻

元
花
料

小
牧
原

入

花
七
句
二
文

上
末

七
句
組
一
朱

入

花
八
厘

以

上
は
、
判
者
名
が
雅
号
の
一
字
の
み
を
記
し

た
だ
け

の
も
の
を

含
む
こ

と
で
共
通
し
て

い
る
。
既
出

の

　
7
1

尾
北
地
方
に
お
け

る
狂
俳
流

行
の
実
態

に
つ

い
て
」
に
紹
介
し
て

あ
る
、
今

の
江
南
市
生
原
で
行
わ
れ
た
明

治
参

拾
弐
年
開
「
玉
子
集
第
八
編
」

の
選

者
名

は
す
べ
て

雅
号
の
一
部

の
み
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

4
の
入
花
一
点
三
厘
は
、
「
玉
子

集
第
八
編
」

の
入
花
と
同
額
で
あ
る
の
で
、
明

治
3
2年
当
時

に
用

い
ら
れ
た
題
紙
か
と
推
測
す

る
。

5
に
は
、
絵

は
入

っ
て

い
な

い
が
、

短
冊

や
扇
面

模
様

を
利
用
し
、
意
匠
を
こ
ら
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
6

は
、

色
刷
り
柄
入
り
。

6
に
は
、

日
付
け

に
新
暦
と
あ
り
、
9

に
は
陽
暦
、
8

、
1
0
1
L
1
9

、
2
5、
3
3に
は
、
旧

と
あ
る
。
明
治
五
年
十
二

月
三

ぼ
の
暦

の
改
制

以
降
良
開
催
さ
れ
た
会
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
6

に
は
題
の
記
載

が
な
い
。
し

か
し
、
判
者
名
に
、

泉
、
市
、
貫
、
川
、
瓶
、
元

締
に
、
玉
水
、
花
舟
、
梅
漫
と
、
他

の
題
紙



134

に
載

る
雅
号
と
共
通
す
る
も
の
。が
あ
る
こ
と

よ
り
、
狂
俳
0
　
句
会
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
い
か
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

9

つ 俳狂

10

相

撲

合

題

面

宍

】五

・
〇

×

一
七

・

一
）

花

鳥

集

～

（

一

八

・

六
×

二

五

・

五
）

1
1
　
寅

歳

初

懐

紙

（
二

四

・
五

×
三

三

・
八

）

12

狂

俳

国

桂

集

（
二

三

・
八

×

三

四

・
七
）

二
十

一
句
一
組
入
花
五
銭
……ｔ

〈
2

枚
〉

七
吟
一

組
花
三

本

△
｝

十
　
　
　

九
日
市
場

入
花
一
分

九
日
市
場

入
花
・一
分
　
　
　
ノ

1
3
　五
評
奢
会

（
一
五
・
一

×
二
〇

・
四
）

141516

雅

友

集

（

一

七

・
ご五

×

二

五

’・

○

）

は

や

咲

集

（

一

七

・

四

×

二

四

・

二

）

み

ふ

ぐ

へ

集

（
二

四

こ

平
×

三

三

・
三

）

西
大

ガ
イ
ド

入
花
［

点
三
厘

〈
3

枚
〉
　
西
大

ガ
イ
ド

ー
　
入
花
二
分

イ

シ
キ

一
点
一
句
四
厘

〈
2

枚
〉
　
定
水
寺
村

＼

十
　

入
花
三

点
一
分

以

上

の

う

ち

、
9

、
1
0

、
1
2
T

―
I
5は

、

色

刷

り

絵

入

り

。

題

紙

は

、

同

好

者

に

配

布

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

同

一

の

も

の

が

複

数

あ

っ

て

も

、

何

ら

か

の

都

合

で

手

元

に

複

数

残

っ

た

と

し

七

、

不

思

議

で

は

な

い

が

、
1
6
0

　
題

紙

二

枚

は

、

記

載

さ

れ

て

い

る

文

字

は

同

一

で

あ

る

が

、

［

方

は

色

刷

り

絵

入

り

、

も

う

一

方

は

絵

の

み

で

彩

色

は

さ

れ

て

い

な

い

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
　
　
　

ご

9

と
1
0

、
1
1

と
1
2

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

一

の

判

者

を

含

ん

で

い

る

。

前

者

は

紫

川

亭

大

人

。

後

者

ぱ

華

春

亭

梅

逞

。
　
　

ニ

1 1

と
1
2

、
1
3

と
1
4

は

、

そ

れ

ぞ

れ

同

一

地

区

に

巻

元

が

あ

る

。

前

者

は

九

日

市

場

。

後

者

は

西

大

海

道

。

1 5

と
1
6

は

、

締

方

に

同

一

人

物

と

思

わ

れ

る

同

一

雅

号

を

含

む

。

3 7

種

類

の

題

紙

等

の

う

な

丹

並

と

あ

る

の

は
1
-
1

、
2

、
5

の

み

で

あ

る

。
9

に

は

月

並

の

記

載

は

な

い

が

、

一

月

か

ら

五

月

ま

で

●
　
　
奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

の

題

が

載

り

、

「

陽

暦

毎

月

三

日

メ

切

」

（

傍

点

筆

者

）

等

と

あ

る

こ

と

よ

ヴ

、

月

並

興

行

と

わ

か

る

。
十
　
　

・
　
　
　
　
　

ノ

…

…

ま

た

、
9

の

句

集

所

に

「

一

宮

村

東

町
　

米

屋

仙

八

」

と

あ

る

。

こ

こ

は

、

現

在

、

米

屋

で

は

な

く

、

米

仙

と

い

う

結

納

屋

で

あ

り

、
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こ

の
人

は
既

に
故
人
で
、

し
か
も
、
今

は
こ

の
家
人
で
狂
俳
を
楽
し
む
人

は
い
な

い
。

1
5の
日
付
け
に
、
「
己
正
月
十
五
日
開
」
と
あ
る
。
（
傍
点
筆
者
）

171819

阿

匂

草

（

一

七

・
〇

×
二

四

・
四

）

寅

歳

初
懐

紙
稲

穂

集

（
二

四

・

九

×

三
四

・
五

）

魁

化

篇

（
二

五

・

一

×

三
四

・
二

）

下

ナ
ラ

入
花
一
分

中
ノ
庄
村

入

花
一
分
五
厘

治
郎
丸
村

入
花
百
句
十

六
銭

2
0
　二

は
し
ら
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ツ
ラ

【
二
四

・
七
×
三
四

・

】
）
　
　
　
　
　

入
花
二
分

2
1
　豊
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
2

枚
〉
　
治
郎
丸
村

（
一
七
・
〇
×
二
四
・
七
）
　
　
　
　
　

入
花
二
分

2
2
　再

び
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
ば
し

（
二
四

・
七
×
三
四
・
．
0
）
　
　
　
　
　

入
花
二
分

士

以

上

の

う

ち

、
1
7
は

絵

入

り

、
2
2

は

色

刷

り

絵

入

り

。

万
　
　
　
　
　
　
　（
注
2
）

1
8
～
2
2
と
1
6
は

、

句

集

所

に

只

琴

（
只

吟

）

又

は

思

旭

の

名

が

み

え

る

。

更

に

、
1
9
～
2
2
と

次

項

に

記

す
2
8

に

は

、

明

治
1
6
年

頃

、

に

「

狂

俳

水

の

音

」

の

選

者

の

一

人

で

あ

っ

た

芳

春

亭

史

観

の

名

が

み

え

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
゛
　
　
　
　
　
　

。
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　゙“

既

（
注
2
）
　
表
紙
に
『
皿
略
古
今
集
』
、
扉

に
「
匹
作
雅
風
教
手
引
草
集
冊
本
　

第
一
掃
」

と
墨

書
し
て

あ
る
一
冊
の
坤
に
、
「
匹
水
乃

音
～

第
1
7、
1
8
、
3
1

編
が
綴
り
込

ま
れ
て

あ
る
。
こ
の
う
ち
出
版
年
の
記

載
頁

を
含
む
も
の
は
3
1篇
の
み
で

、
明
治
十
七
年
六
月
三

日
御
届
　

同
年
十
二
月
出
版
。

こ
れ
が
月
並
集
で
あ

る
こ
と
よ
り
逆
算
す
る
と
、
1
7、
1
8篇

が
世
に
出

た
の
は
こ
の
頃
か
と
思

わ
れ
る
。

2
3
　扇

面

追

善

合

（
一

九

・
〇

×
二

五

・

〇

）

2
4
　
八
千

代

集

（

一
七

・
〇

×
二

四

・

八

）

入

花
一
評

に
付
七
厘

ク
サ
イ

入
花
二
分
五
厘

-

2
5
　
狂

俳

碓

集

（

一

九

・

一
×

二

五

・

七
）

2
6
　
氏

神

奉

額

（

一

六
・

四

×

二

三

・
〇

）

中
島
郡
下
屋
町

入
花
二

五
句
一
組
三

拾
銭

河
田
村

三
十

句
一
組
料
一
朱
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272829

啓

普

遍

（
二

五

・
八

×

三

四

・

七
）

は

た

あ

げ

集

二

七

こ

二
×

二

四

・

八
）

五

社

奉

額

初

茸

集

（
一
七

・
三

×

二

三
『・

九
』

3
0
　
11

細

観

音

堂

肖

（
一
七
・
五
×
二
三
・
九
）

3
1
　景
物
会

【
一
七
・
】
二
×
二

三
・
四
）

以
上
の
う
ち
、
2
3は
絵

入
り
。
2
4か
ら

中
島
郡

陸
田
村

五
十

句
一
組
入
花
拾
匁

サ
ウ
キ
ノ

入

花
一
分

コ
チ
ノ

二
十

句
一
組
料
二
朱

稲
荷
村

。
入

花
一
分

玉
ノ
井

入

花
二
厘

28

3
2
　山
県
郡
天
王

津
島
社
奉
額
別
号
披
露
会
狂
俳

33

（
二

六
・・
○

×
三

七

・

七

）

三

州

豊

川

荼

根
尼

天

堂

入
花
二

厘

尾
州
津
島
神
社
拝
殿
　

三
所
奉
額
狂
俳

～

本
州
洲
原
神
社
同

下

白
金

（
二

五

・

六
×

三

四

・

八

）

3
4
　御

家

展

観

会

よ

二

五

・

五

×

三

七

・

〇
）

入
花
二

厘

里
小
牧

入
華
十
二

穴

3
0、
3
2、
3
3は
、

色
刷
り
絵
入
り
。
2
9は
、
絵
は
入
っ
て

い
な
い
が
、
判
者
名
と
思
わ
れ
る

雅
号
を
色
刷
り
の
ち
ら
し
書
き
に
し
て
あ
る
。
3
4は
、

色
刷
り
模
様
入
り
。
　
　
　
十

2
7に
は
、
明

治
五

壬
申
年
と
年
号
が
入

っ
て
い
る
。

3
1は
、
石

版
刷
り
。

3
2、
3
3は
、
巻
元

が
岐
阜
県
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
3
3の
本
州
と
は
濃
州

（
岐
阜
県
）
の
こ
と
。

3
4は
、

他
と
同

一
入
手
で
あ

る
が
、

狂
俳
の
題

紙
で
は
な
い
と
思

わ
れ

る
。

35

探

題
　
　

’”

（

一

六
・

三

×

二
I

・

○
）

九
日
市
場

3
6
　
探

（

一

六
・

九

×

一
二

・

一
）

西
大
海
道
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3
7
　
三

評

探

題

（

一
七

・

〇

×

一

二

・
五

）

定
水
寺

以
上
、
3
5か
ら
3
7は
題
紙
で

は
な
く
、
探
題

を
記

し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
は
入

花
料
や
雅
号
の
記
載
は
な
い
。

さ
て
、
1

～
3
3の
題
紙
の
う
ち
、
二
種
類
以
上
の
題
紙
に
記
載
さ
れ
て

い
る
雅
号
で
、
傍
に
記
し
て
あ

る
地
名
等

か
ら
、
同
一
人
物
で

あ
ろ
う
と
推
測

で
き

る
者

を
次
の
表
（
1
3
8
～

Ⅲ
頁
）

に
し

た
。

〈
表
の
見
方
〉
　
上
部
の
番
号
は
、
題

紙
に
付
け

た
番
号
。
そ
の
下

の
数
字
は
、
題
紙

に
載

る
の
べ
人
数
。
○

印
を
I

線
で
結

ん
で
あ
る
も
の
は
、
同

一
人
物

を
推
定
で
き
る
も
の
。
…
…
線
又

は
⑩
印
は
、
同
［

人
物
か
ど
う

か
、
限
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
。
○
印

の
中
の
e

印
は
、
選
者
を
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
、
×
印
は
花
評
を
出
し
て

い
る
こ
と
を
示

す
。
雅
号

を
傍

に
添
え

た
。
雅
号
の
隣
り
の
（
　
）

は
、
同
一
雅
号
を
持
つ
別

人
が

い
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物

の
所
在
地
を
、
題
紙
に
載
る
形

で
記
し

た
。

第
一
章
で
紹
介
し
た
一
宮
市
笹
野

の
天
神
社

に
あ
る
奉
額
の
う
ち
、
最

も
新
し

い
大
正
十
三
年
の
奉
額

に
見
え

る
選
者

の
雅
号
で
、
1

～
3
3の
題
紙

に
載
る
雅
号
と
同

一
の
も

の
に
、
山
水
、

里
川
、

梅
月
、
春
水
、
枝
月
、
壽
楽
、

某
月
、

里
遊
か
お

る
。

ま
た
、

緑
乃
家
若

葉
や
、
明
治
末
か
ら
大
正
期

に
名
古
屋
で
活
躍
し
た
華
骨
庵
夢
言
の
名
も
こ

の
奉
額

に
は
載
る
が
、
。
1～
3
3の
題
紙

に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ

れ
ら
題
紙
が
用

い
ら
れ
た
時
期

は
、
明
治
時
代
を
下

る
こ
と
な
か
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

ま
た
、
既
出

の
『
皿
四
古
今
集
』

を
と
り
出
し
て
み

る
。
こ
れ

に
は
「

水
の
音
」

の
他

に
、
「
競

土
産
集

初
編
」
、
「

さ
ざ
れ
水
集
第
二
十

編
」
、
「
狂
俳
美
知
志
留
1
　
集
初
編
」
、
「
四
金
蘭
集
初
編
」
が
と
じ
ら
れ
て

】
冊

に
な

っ
て

い
る
。
こ
こ
に
上
げ
た
四
編

の
う

ち
、

発
行
年

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
3
）
＼
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
注
4
）一

月

日
の
判

る
の

は
「
四
金
蘭
集

初
編
」
だ
け
で
、
明
治
三

十
五
年

十
月
四
日
発
行
と
あ
る
。
ま
た
、
「

匹
鏡
み
や
げ
」

に

つ

い
て

は
、
第

四
編

が
明
治
十
七
年

払
、

第
五

編
が
同

十
八
年

払
発
行
さ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宍

「
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（
注
3
）
　
興
俳
雑
誌
「
自

由
塔
」
一
一
七
号
9

頁
に
よ
れ
ば
、

角
書
の
「
冠

句
」

は
、
明
治
3
9年
発
行
時
に
は
「
狂
俳
」
と
な

っ
て
い
る
。
（
既
出
「
狂

俳
序
説
」
1
0
1
頁
参
照
。
）

（
注
4

）
　「
狂
俳
序
説
」
1
0
0
、
川
頁
で

は
、
「
自
由
塔
」三

一
七
号
9
頁

を
引

い
て
、
明
治
3
6年
と
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
。
こ
こ
で
訂
正
す
る
。

ま
ず
、
「
四
金
蘭
集
」
（
選
者
4
9名
、
各
十
評
選
）
を
見
る
と
、

杏
雨
棲
可
笑
宗
匠
（
7
）

（
　
）
内

の
数
字

は
、
そ

の
集

に
入
集
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す

る
何
数
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
。
＝

柏
兼
亭
松
月

宗
匠
（
o
）
、
不
老
庵
菊
水
（
4
）
、

春
里
庵
花
月

（
o
）
、

梅
月

（
6
）
、
2

の
題

紙

に
見
え
る
旭
川
（
1
3）
、
1
2の
題
紙
に
見
え

る
千
鶴

（
1
）
と
見
慣
れ
た
名
前
に
出
会

う
。
こ
こ
で

は
、
可
笑
、

松
月

は

宗
匠
に
な
っ

て
い

る
。
こ
の
集
は
選

者
の
人
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、

主
に
金
蘭
社
に
所
属
す
る
人

々
の
互
選

に
よ
り
、
他

の
吟
社
の
人

々
も
・
投
句
し
て

い

る
の
で
あ
ろ
う
。
す

る
と
、
選
者
を
す
る
菊
水
や
花
月
、

ま
た
縁
家
若
葉
（
1
0）
、
華
骨
庵
夢
言
（
o
）
、
不
瞬
亭
紀
昌
（
1
1）

も
、
当

時
こ
の

グ
ル
L

プ
に
所
属
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　

’・
　

＼
　
　
　
　

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

次

に
、

　
1狂
俳
美
知
志
留
1
　
集
」
（
藍
洲
亭
如
竹
の
再
選

に
よ
る
1
5
8
何
、
入
何
者
1
5
5
人
）

に
は
、
山
鳥
、
玉
水
、
翫
月
、
2
9の
題

紙
に
見

え

る
一
二

三
（
各
一
句
）

の
名
が
見
え

る
。

ま
た
、
既

出
の
人
物
と
同
人
と
は
限
定
し
難
い
が
、

花
月
、
梅
月
の
名
も
見
え
る
。

三
番
目
に
、
「
さ
ざ
れ
水
集
」
（
選
者
1
4各
、
名
十
評
選
）
に
は
、
蒼
何
舎
松
甫
（
1
）

が
判
者
の
中
に
見
え
、

ま
た
、
「

狂
俳

水
の
音
」

第
1
7、
1
8、
3
1で

判
者
を
し
て

い
る
、
2
2の
題
紙
に
見

え
る
花
月
棲
快
哉

（
3
）
の
名
も
判

者
と
し
て
見
え

る
。

最
後
に
、
「
饒
土
産
集
初
編
」
（
選
者
名
落
丁
、
何
数
4
0
0
何
）

に
は
、
枝
玉
、

菊
水
、
1
4の
題

紙

に
載

る
銕
田

（
各
4

）
、
玉

水
、
1
4の

題
紙
に
載
る
二
木

（
各
2
）
、
玉
川
、
山
鳥
、
水
月
、
花
月
、
二

光
、
松
甫
、
5

の
題
紙

に
載

る
松
鶴
（
各
一
）
ら

の
名
が

見
え
、

ま
た
、

こ
の
集
中
に
記
載

の
あ

る
所
在
地
の
違
い
か
ら
、
同
名
異
人
と
わ

か
る
松
月

や
イ

ロ
ハ
ら

の
名
も
見
え

る
。
そ
し
て
、

同
五
編

（
貫

々
窟

一
斎
選
4
0
0
何
）

に
な
る
と
、
他
に
、
2
2の
題
紙
に
載
る
省
三

（
5
）
、
十
二
三
、
翫
月
、
梅
月
（
各
一
）
、
そ
し
て
紀
昌
（
1
3）

の
名
が
見

え

る
。

ま
た
、

こ
の
『
皿
四

古
今
集
』

と
は
別

な
本
、
『
皿

さ
ざ
れ
石
初
編
』
（
明

治
1
5
年

発

行
、
選
者
5
0名
、

各
二

十
評
選
）

を
見

る
と
、

判
者
に
、

よ
し
哉
（
2
0）
、

芳
春
亭
史
観

（
2
3）
、
鶯
谷

生
曲
亭

（
5
）
、
元
楽
庵
思
旭
（
3
）
、

星
光
庵
可

楽
（
2
）
、
胤
廼
家
榎
実
（
1
1）
、

2
0の
題
紙
に
載
る
厳

々
舎
司
孝

（
o
）
、
松
甫

（
1
0）
、

柳
花
亭
省
三
（
3
）
、
2
2の
題
紙
に
載
る
楠
廼
家
恭
光
（
1
7）
、
大
杉
亭
花
鳥
（
7
）
、

ら
か

お
り
、

山
鳥
（
4
）
、
翫
月

（
1
4ブ
ら

の
名
が
見
え
る
。



142

更

に
、
『

皿

を

だ

ま
1
　
集
』

初
編

か
ら
八

編

の
合

冊

（
刊

年
及

び
選

者

名

の
明

記

な
し

。
）

を
見

て

、

表

に

載

せ

た

雅

号

を
拾

う

と

、

初

編

に
、
只

琴

（
3

）
、

水
月

（
2

）
、

花

泉
、

玉

水
、

初

楽

、

梅

月

（
各
1

）
。

二

編

に
、
只

琴

（
3

）
、

水

月

（
5

）
、

玉

水

（
1

）
、

初

楽

（
2

）
、

花

蝶
、

柳
月

（

各
1

）
、

松
月

（
3

）
。

三

編

に
、

水

月

（
2

）
、

花

泉

（
5

）。、

梅

月
、

松

月

（

各
1

）
、

柳

月

（
3

）
、

花

遊

（
6

）
、

泉

柳

（

―
）
。
四

編

に
、

只

琴

、

可

笑

（

各
1

）
、

花

泉

（
2

）
。

五

編

に
、

水

月

（
2

）
、

花

遊

、
‥
花

月

、

紫

川

、

柳

花

、

柳

枝

（
各

―
）
。

六
編

に
、

水

月
（
3

）
、

花

泉
、

花

遊
（
各
4

）
、
紫

川

、
紫

若

、
一
瓢
（

各
1

）
。

七

編

に

、
只

琴

、

紫
川

（
各
4

）
、

松

甫
（
3

）
、

花

遊

（
2

）
、

玉

川

、

柳

花

、

花

鳥

、

田

舎
、

十
二

三

（

各
1

）
。

八
編

に
、

紫

川

、

柳

花

、
二

瓢

、

花

蝶

（
各
2

）
、

水
月

、

玉

水

、

玉

川
、

花
月

、

紫

雲

、

初

楽
、

柳

枝
、

田

舎

（

各
1

）

が

あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
　
　

イ
　
　
　

ご

で

は

、

以

上

の

こ

と

と

、

先

に
4

、
6

、
8

か

ら
1
1
、
1
5
、
1
8

か

ら
2
2
、
2
5
、

　　訂
、
3
3
の

題

紙

に

つ

い

て

ふ

れ

た

年

代

の

こ

と

を

考

え

合

わ

せ

な

が

ら

、

表

を

眺

め

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

表

の

縦

の

○

印

の

数

の

違

い

は

、

元

来

、

題

紙

に

記

載

さ

れ

て

い

る

人

数

の

違

い

に

よ

る

も

の

と

、

複

数

の

句

会

の

開

催

に

関

係

し

た

人

数

の

違

い

と

が

重

な

っ

て

表

わ

れ

て

い

る

。

だ

か

ら

、

の

べ

人

数

の

割

に

○

印

の

多

い

も

の

は

、

こ

れ

ら

題

紙

を

所

持

し

て

い

た

人

の

所

属

す

る

地

域

と

関

係

の

深

い

人

物

で

あ

ろ

う

こ

と

が

推

測

さ

れ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
x
　
　
　
　
　
　

一

と

こ

ろ

で

、

こ

れ

ら

の

題

紙

を

用

い

た

句

会

は

、

花

巻

で

行

わ

れ

た

毛

の

か

、

吟

録

で

行

わ

れ

た

も

の

か

判

別

し

難

い

が

。

花

巻

は

昔

な

が

ら

の

方

法

で

あ

り

、

吟

録

は

明

治

半

ば

に

で

き

た

方

法

と

き

い

て

い

る

。

そ

し

て

、

尾

北

地

方

に

早

く

か

ら

吟

録

の

制

度

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

は

、

「

明

治

大

正

期

に

お

け

る

雑

俳

の

実

態

に

つ

い

て

」

に

記

さ

れ

て

い

る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
″
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　jリ

・

そ

こ

で

、

入

花

料

が

「

何

句

組

い

く

ら

と

い

う

表

記

の

さ

れ

て

い

る
2

、
3

、
5

、
7

、
9

、
1
0、
1
6
、
1
9
、
2
5
、
2
6
、
2
7
、
2
9
の

題

紙

と

、

「

入

花

一
評

に

付

七

厘

」

と

記

さ

れ

る
2
3
は

、

花

巻

で

行

わ

れ

た

も

の

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。

ま

た

、

美

濃

地

方

で

は

吟

録

は

行

わ

れ

な

か

っ

た

の

で

、
3
2
、
3
3

の

題

紙

は

吟

録

で

行

わ

れ

た

も

の

で

は

な

い

と

思

わ

れ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’こ
　
上

ノ
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さ
て
、
題
紙
に
記

載
さ
れ
た
題

を
参

考
に
す

る
と
、
時
の
流
れ
は
、
5

、
7

、
2
6、
2
9の
題
紙
か
ら
、
1
1、
1
2、
1
6～
1
8の
題
紙
へ
、

そ
し
て
2
7、
2
8、
3
0の
題

紙
あ
た
り
、
1

～
3

、
9

、
1
0、
3
1？
3
3、
1
3～
1
5、
1
9、
2
0～
2
5、
の
題
紙
あ
た
り
、
4

、
6

、
8

の
題

紙

あ

た
り
へ
と
移
っ
て
い
る
の
で

は
な
い

か
。

次

に
、
こ
れ
ら
題
紙
に
記
載

さ
れ
て
い

る
地
名
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

㎜

㎜

題
紙

に
は
、

人
名
の
傍

に
そ

の
人

の
所
在
地
と
思
わ
れ
る
地

名
の
記
載

の
あ

る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
地

名
の
多
く
記
載

さ
れ
て
い
る
題

紙
7
、
1
1、
1
9と
加
え
て
、
3
0を
二
つ

の
図

に
記
し
た
。
図
1

は
、
題

紙
7
、
1
9、
3
0で
、
図
u

は
、

題
紙
1
1で
作
成
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四

つ
の
題

紙
の
中

に
は
、
選
者
名
に
地
名
の
添
え
て
あ

る
も

の
は
な
く
、
巻
元
、

補
助
、

句
集
所

等
の
役
柄
の
人
名

に
、
地
名
の
記
載
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
図
中
の
○
、
●

の
印
は
、
そ

の
題
紙

に
載

る
地
名
の
地
域
に
住
む
補
助
役
の
人

が
、
一
人
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。
同

一
地
名
の
所

に
、
補
助
者
が
複
数
い
る
場
合
は
、
○
、
○

の
印

を
用
い
、
中
に
人
数
を
記
入
し
た
。
3
0の
題
紙
に
は
、

補
助
者

の
名
前
は
な
い
が
、
取

持
と
し
て
地
名

六
ヵ
所

の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
を
x
印

で
記
入
し
た
。
別
に
、

巻
元
、

句
届
所

の
記
号
を

用

意
し
た
。
そ

の
他
、
記
号
に
つ
い
て
は
、
図
中

の
〈
記
号

に
つ
い
て
〉

に
示

し
た
。

な
お
、
同
一
地
名
が
点
在
す
る
場
合
は
、
適
当
と

思
わ
れ
る
地
点

に
印

を
つ
け

た
。

大
き

な
句
会
で
あ
れ
ば
あ

る
程
、

短
期
間
で
開
催
す
る
た
め
に
は
、

沢
山
の
人
手
を
要

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼

さ
て
、
図
1

は
、
三
つ
の
題
紙
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
区
域
が
、
き
れ
い
に
分
か
れ
て
い

る
。
題
紙
7

は
、

小
牧
、

犬
山
、
春
日
井
方
面
に
、

題
紙
1
1は
、
一
宮
、
江
南
方
面

に
、

題
紙
3
0は
、
岩
倉
周
辺

に
分
布
し
て

い
る
。
第
一
章
で
。、
現
在
、

小
牧
と
春
日
井

の
狂
俳

グ
ル

ー
プ



図I. 題紙7,19,30 に見える地域
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回(1バ に 二丿　：

い複（ ‰ご( 二:)

30の題紙には，補助者の名前はないが，

取持として地名の記載がある。－×
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図n. 題紙11 に見える地域



図Ⅲ。題紙1 ～31 までに記載のある地名

（但し,  7,11,19,30 の題紙を除く）
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が
月

並
会
で
互
い
に
交
流
の
深

い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
記
し
た
が
、
こ
の
題
紙
の
有
様

は
、
現
在
に

つ
な
が
っ
七

き
て
い

る
の
で
あ
ろ
う

4
0

カ

・

ｙ

″‐
、

ま

た

、

題

紙
3
0

は

、

そ

れ

程

大

き

な

句

会

の

た

め

に

用

意

さ

れ

た

恚

の

で

は

な

い

か

も

し

れ

な

い

が

、三
L

つ

一

つ

の

図

に

し

な

か

っ

た

他

の

題

紙

を

見

渡

し

た

時

、

岩

倉

周

辺

の

狂

俳

グ

ル

ー

プ

の

活

動

は

、

一

拠

点

泡

見

佑

べ

き

も

め

が

感

じ

ら

れ

る

。
　
　
　
　

＜
　

’‘

と

こ

ろ

で

、

こ

の

題

紙

の

元

の

所

有

者

が

、

ど

れ

程

、

狂

俳

に

打

ち

込

ん

で

い

た

か

、

ま

た

、

ど

れ

程

の

力

量

が

あ

っ

た

か

に

よ

っ

て

、

参

加

す

る

句

会

の

区

域

が

異

な

る

。

そ

れ

は

、

所

属

す

る

グ

ル

ー

プ

の

関

与

し

な

い

句

会

に

ま

で

、

参

加

す

る

人

社

、

か

な

り

自

信

の

あ

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
　
　
　
　’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
4

ｓφ

る

人

で

あ

っ

た

ヴ

、

選

者

と

し

て

招

か

れ

る

人

は

、

そ

の

地

方

で

有

力

な

宗

匠

で

あ

ろ

う

と

わ

か

る

か

ら

で

あ

る

。

こ

こ

で

と

り

あ

げ

た

題

紙
3
3

種

類

は

、

月

並

会

の

も

の

が

少

く

、

主

に

祝

巻

の

た

め

に

用

意

さ

れ

た

題

紙

が

多

い
J
　
　

／
　
　
　

～
～

ニ
』
芦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

そ

こ

で

、
1

～
3
3

ま

で

の

題

紙

の

う

ち

、

図
1

、

Ⅱ

に

記

入

し

た

題

紙
7

、
1
1

、
1
9

、
3
0

と

、

題

紙
3
2

、
3
3

を

除

く

題

紙

に

記

載

の

あ

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
s一
　

｀
　
　
　
　
　

゜

る

地

名

で

、

図

�

を

作

成

し

た

。

こ

こ

で

は

、

巻

元

の

所

在

地

は

○

の

印

で

記

し

、

そ

の

地

名

を

傍

に

添

え

た

。

他

の

地

名

は

、

○

の

印

で

記

入

し

た

。

な

お

、

前

記
6

種

類

の

題

紙

を

除

く
2
7

種

類

の

題

紙

の

う

ち

、

巻

元

の

記

載

の

な

い

も

の
6

種

類

、

重

複

す

る

地

名
2

箇

所
題
紙
5

種
類
が
あ

っ
た
。

”

｀

‘『
。

図

Ⅲ

を

み

る

と

、

巻

元

は

、

一

宮

市

に
8

地

点

、

稲

沢

市

に
5

地

点

、

江

南

市

に
3

地

点

、

小

牧

市

、

葉

栗

郡

木

噌

川

町

に

各

↓
地

点

四
　
　
　
　
　
　
r
I

″
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　ヽ
　
　

な

分

布

す

る

が

、

名

古

屋

、

瀬

戸

ま

た

三

河

地

方

を

処

点

と

す

る

句

会

の

題

紙

の

含

ま

れ

て

い

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

す

る

と

、

こ

の

所

有

者

は

、

一

宮

市

東

部

に

住

む

人

で

、

そ

れ

ほ

ど

広

範

囲

に

句

会

に

の

ぞ

ん

で

い

た

と

は

考

え

難

い

か

。

し

か

し

、

当

時

の

交

通

事

情

か

ら

す

れ

ば

、

図

に

記

入

し

な

か

っ

た

題

紙
3
2

、
3
3

が

、

岐

阜

県

南

部

（
岐

阜

市

、

大

垣

市

周

辺

、

関

市

下

白

金

）

の

句

会

の

も

の

で

あ

る

こ

と

を

考

慮

に

入

れ

て

、

こ

の

程

度

の

範

囲

が

多

か

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

狂

俳

は

、

人

々

の

交

流

の

手

段

の

一

つ

で
1

　
り

、

知

約

な

楽

し

み

で

あ

っ

灸

。｛

こ

四
3
3

種

憚

の

題

紙

に

お

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

句

会

の
’
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開
催

さ
れ

た
時
期
o

差
は
あ
る
が
、
図
1

、
皿

、
m

と
岐
阜
県
南
部
を
合
わ
せ
た
地
域

と
の
交
流
を
見
た
時
、
そ
こ
に
あ

る
個
人
の
活
動

の
様
子

が
う

か
が
わ
れ
る
。

ま

と
め

狂
俳
の
流
行
し

た
最

盛
期
は
幕
末
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
3
3種
類

の
題
紙

に
は
、

日
付
け

に
年
号

を
欠
く
も
の
が
多
く
、

そ

の
句

会

の
催
さ
れ
た
正

確
な
時

期
を
得

る
こ
と

は
難
し

い
。
し
か
し
、
そ

れ
ぞ
れ

に
記
載
さ
れ
て
あ
る
雅
号
、
題
、
入
花
料
な
ど
か
ら

推
し
て
あ

る
程
度
の
時
期
を
限

定
す

る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ

に
と
り
あ
げ
た
3
3種
類
の
題
紙

の
用

い
ら
れ
た
時
期

は
、

そ

の
最
盛
期

か
ら
明
治
時
代

に
亘
る
も
の
で
あ

っ
た
。

更
に
、
こ

の
間

に
、
一
宮
市
東

部
に
住

ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ

れ
ら
題
紙
の
所
有
者
は
、

周
辺

の
町
で
あ

る
小
牧
市
、

岩
倉
市
、

稲
沢

市
や
、
岐
阜
県
南
部
の
地
域
で
催

さ
れ
た
句
会
、
こ
と
に
祝
巻
に
参
加
し
、
腕
自
慢
を
含

め
て
、

人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
様
子

が
推
察

さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
狂
俳
の
句
会

を
催
す

た
め
の
一
部
で
し

か
な
い
題
紙
を
眺
め
る
こ
と

か
ら
、
無
名
の
個
人
の
狂
俳
活
動
と
い
う
時
代
の
様
子

や
、

広
が
り
を
把
握
す

る
手

助
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
れ
は
、
現
在
、
狂
俳
を
愛
好
し
て
い
る
人

々
の
中
に
、
過
去

の
有
名
な
宗
匠
の
名
を
尋
ね
て
も
、
明

治
後
期

か
ら
大
正

期
に
か
け
て

活
躍
し
た
宗
匠
の
名
が
返

っ
て
く

る
位
で
あ

る
。
そ
の
地
域
の
有
名
な
宗
匠
と

い
わ
れ
た
人
で
す
ら
、

そ
の
宗
匠

を
知

る
人
が
い
な
く
な

っ
た
時
、
忘
れ
ら
れ
、
語
り
継

が
れ

る
こ
と
な
く
、

人
々
の
関

心
は
次

の
時
代

の
宗
匠
に
移
っ
て
ゆ
く
と
い
っ
て

よ
い
。

そ

ん
な
中
で
、
狂
俳

の
句
そ
れ
自
体
を
見
る
こ

と
と
は
別

な
観
点

か
ら
、

個
人
の
中

の
地
方
文
芸
狂
俳
の
大
衆
へ
の
浸
透

度
を
察
す

る
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こ

と

が

で
き

た

の
で

は
な

い

か

　 0

前
号
本
文
訂
正

「
椙
山
国
文
学
」

第
八
号
掲
載
「
岐
阜
地
方
に
お
け
る
狂
俳
の
実
態
調
査
及
び
そ
の
意
識
」
6
6
頁
下

段
後
ろ
か
ら
二
行
目
の
「
西
和
良
吟
社
」

を
、

「
南
飛
吟
社
」
に
訂
正

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
参
考
文
献

r

■

｀
i

■
　

一
』

‐”
‐
゛｀
゛‐
’‘

い．

・

ム
．
″

‐
G

．
り

―「
名
古
屋
近
郊
に
お
け

る
庶
民
の
俳
諧
活

動
田

―

募
句
チ
ラ

シ
か
ら
み
た
名
古
屋

の
月

並
句
合
」

服
部
徳
次
郎
　
中
京
女
子

大
学
・
中
京
女
子
短

期
大
学
部
紀
要
第
1
2号

う『
い
ち
の
み

や
文

芸
』
一
九
八
二
　

一
宮
市
文
化
団

体
協

議
会

ら

狂
俳
作
句
の
手
引
き
」

伊
藤
盛
花

へ

鷲
津
若
葉
慰
霊
集
」

無
声
吟
社
　
（
昭
和
1
7年
頃
か
。）

ら

大
日
本
地
名
辞
書
』

冨
山
房

ら

日
本
歴
史
地
名
大
系
　

第
2
3巻
　

愛
知
県
の
地
名
』

平
凡
社
　

一
九
八
一
年
一
一
月
三
〇

日
初
版
第
一
刷
　
　
　
　
　
　

ヘ

ー
5
0音
別
電
話
帳
　
一
宮
地
区
版
、
春
日
井
地
区
版

―
職
業
別
電
話
帳
　
尾
張

版

そ
の
他
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
の
分
県
地
図
、
地
図
帳
等
。

（
昭
和
5
9年
9
月

）


